
６　身体拘束について

（１）見たり、行ったりした身体拘束の内容

　①全体

　②職場別

　「身体拘束と言われる行為を、現在の職場で見たり、行ったりしたことがある」の問いへの回答
は、1,465件（複数回答）であった。「自分で降りられないように、ベッドを柵（サイドレール)で囲む
305件」が最も多く、次いで、「点滴、経管栄養等のチューブを抜かないように、又は皮膚をかき
むしらないように、手指の機能を制限するミトン型の手袋等をつける　277件」、「車いすやいすか
らずり落ちたり、立ち上がったりしないように、Ｙ字型抑制帯や腰ベルト、車いすテーブルをつけ
る　250件」であった。

図6-1-1　見たり、行ったりした身体拘束の内容（全体）
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図6-1-2　見たり、行ったりした身体拘束の内容（職場別）
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　③性別

　④年齢別

図6-1-3　見たり、行ったりした身体拘束の内容（性別）
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図6-1-4　見たり、行ったりした身体拘束の内容（年齢別）
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　⑤業務別

　⑥経験年数別

図6-1-5　見たり、行ったりした身体拘束の内容（業務別）
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徘徊防止 転落防止 柵で囲む 点滴・拘束 点滴・ミトン 抑制帯等
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図6-1-6　見たり、行ったりした身体拘束の内容（経験年数別）
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徘徊防止 転落防止 柵で囲む 点滴・拘束 点滴・ミトン 抑制帯等

立上り防止 介護衣 迷惑防止 向精神薬 隔離
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　⑦夜間勤務の有無別

　⑧雇用形態別

図6-1-7　見たり、行ったりした身体拘束の内容（夜間勤務の有無別）
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図6-1-8　見たり、行ったりした身体拘束の内容（雇用形態別）
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　⑨疲労状態別

　⑩業務分担の配慮度別

　業務分担の配慮度別にみると、「十分配慮されている」と回答したものは、「自分で降りられな
いように、ベッドを柵（サイドレール）で囲む　76.1％」と全体の3/4を占めていた。

　疲労状態別にみると、「全く疲れていない」ものは、「点滴、経管栄養等のチューブを抜かない
ように、又は皮膚をかきむしらないように、手指の機能を制限するミトン型の手袋等をつける
7.4％」となっており、他の疲労状態別に比べ、少なくなっていた。一方、「徘徊しないように、車い
すやいす、ベッドに体幹や四肢をひも等で縛る　11.1％」、「転落しないように、ベッドに体幹や四
肢をひも等で縛る　11.1％」と他の疲労状態に比べ、多くなっていた。

図表6-1-9　見たり、行ったりした身体拘束の内容（疲労状態別）
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徘徊防止 転落防止 柵で囲む 点滴・拘束 点滴・ミトン 抑制帯等
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図6-1-10　見たり、行ったりした身体拘束の内容（業務分担への配慮度別）
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徘徊防止 転落防止 柵で囲む 点滴・拘束 点滴・ミトン 抑制帯等

立上り防止 介護衣 迷惑防止 向精神薬 隔離
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（２）身体拘束が原則として禁止されていることを知っているか

（３）身体拘束廃止に向けて、どのような取組みをしているか

図6-2　身体拘束原則禁止を知っているか（職場別）
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図6-3　身体拘束廃止に向けて、どのような取り組みをしているか（職場別）
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無回答

検討組織 研修会開催 ケース会議 なにもなし わからない その他
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（４）利用者の家族から拘束の依頼があった場合の対応

（５）身体拘束廃止を阻害する要因

　利用者の家族から拘束の依頼があった場合の対応については、「拘束しない　515件」に対
し、「家族に、身体拘束は緊急やむを得ない3つの要件以外にはできないことを説明し、理解が
得られない場合は拘束をする　226件」、「拘束する　61件」を併せて287件となっていた。「わから
ない　204件」であった。

　「身体拘束廃止を阻害する要因は何だと思うか」の問いへの回答は、「事故防止の点で不安
がある　862件」が最も多く、次いで「現状の人員では対応できない　578件」、「他に有効な手段・
方法がない　444件」であった。そのほか、「現状の設備では対応できない　291件」、「利用者や
家族からの拘束の要望がある　258件」、「万一事故があった場合の損害賠償が大変である
234件」、「職員の意識の中に、身体拘束をしているほうが手間がかからず、利用者によっては
身体拘束の必要があるという意識が強い　227件」、「身体拘束をしない介護方法を職員間で十
分に検討する余地がない　191件」となっていた。

図6-4　利用者の家族から拘束の依頼が有った場合の対応（全体）
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図6-5　身体拘束廃止を阻害する要因（全体）
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（６）身体拘束廃止を施設全体で取り組むために必要なこと

　①全体

　②職場別

　「身体拘束廃止を、施設全体で取り組むためには、どのようなことが必要だと思うか」と問いへ
の回答は、「職員の身体拘束の弊害の理解や、身体拘束をしない介護技術の修得　470件」が
最も多く、次いで「施設長のリーダーシップ　255件」、「十分な職員数の確保　190件」であった。
そのほかでは「認知症高齢者のケア方法の確立　59件」、「事例検討会の実施　32件」となって
いた。

図6-6-2　身体拘束廃止を施設全体で取り組むために必要なこと（職場別）

31.1%

24.0%

21.1%

16.9%

25.0%

20.0%

9.1%

43.0%

40.4%

40.5%

50.7%

37.5%

45.3%

36.4%

12.5%

9.1%

5.2%

6.8%

10.8%

9.1%

5.1%

16.0%

17.8%

17.3%

14.2%

18.8%

20.7%

36.4%

6.3%

4.2%

2.5%

1.4%

2.7%

2.0%

4.0%

2.0%

2.1%

0.7%

2.0%

1.4%

1.3%

2.5%

1.7%

2.0%

1.3%

2.4%

3.8%

0.7%

0.3%

0.4%

0.7%

0.3%

0.7%

4.0%

1.2%

1.4%

2.0%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

特別養護
老人ホーム

老人保健施設

介護療養型病床

認知症高齢者
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ

有料老人ホーム
・ケアハウス

その他

無回答

施設長 技術修得 事例検討会 認知症ケア 研修・情報交換 職員確保

家族の理解 設備見直し 情報公開 その他 無回答

図6-6-1　身体拘束廃止を施設全体で取り組むために必要なこと（全体）
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